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１９９０年代以降、米国では SEWの普及とともに、肥

育後期に呼吸器病が多発するようになり、「１８週の壁」

と呼ばれた。この時期にみられる呼吸器病には様々な

病原体が関与していることから、Bovine Respiratory 

Disease Complex 牛呼吸器病症候群にならって Por-

cine Respiratory Disease Complex (PRDC)豚呼吸器病

症候群と呼ばれるようになった。その後 PRDCとい

う呼称は、幼弱豚の呼吸器病にも使われるようになり、

今日では、単に複数の病原体が関与している呼吸器病

全般を指す言葉となっている１）。

しかし豚の呼吸器病に複数の病原体が関与するのは

今に始まったことではない。１９世紀にドイツで子豚感

冒（Felkelgrippe）と呼ばれていた疾病は今日のマイ

コプラズマ肺炎と考えられているが、��������	�
����

����������（�����）が発見されるまでは �����������	

��������	（��）が原因菌と考えられていたことから明

らかなように、マイコプラズマ肺炎と��は密接に関

連している。越智勇一博士は、１９４０年代に「慢性豚疫」

と呼ばれていた疾病（今日のマイコプラズマ肺炎）の

研究中、病変部からきわめて高率に分離される Pmを

豚に接種しても肺炎が再現できず、病原体確定のコッ

ホの原則を満たさないことから、次のように考えた。

すなわち、Pmがこの肺炎の原因であることは疑いが

ないが、この菌は、「気候の急変や飼養管理の失宜等に

より生体の抵抗力が減弱したときに発症に至る」とし、

このような疾病を「自発性伝染病」と呼ぶことを提唱

した。博士自身の言によれば、自発性伝染病は、今日

の日和見感染症と同義である。また、１９３０年代初頭、

豚インフルエンザの流行に際し Shope（１９３１）は、イン

フルエンザウイルス単独ではきわめて軽微な症状しか

みられず、これに当時彼が��������	
����	
������
��

（今日の���������	�）と命名した菌が混合感染すること

により野外で見られるような疾病となることを実験的

に示し、ウイルス単独による疾病を filtrate diseaseと

呼んだ。

このように豚の呼吸器病に複数の病原体が関与する

ことは従来から周知の事実であったにもかかわらず、

１９９０年代にいたってなぜ PRDCという言葉が人口に

膾炙（かいしゃ）するようになったのであろうか。そ

の答えは complexという言葉は、原因が特定できない

時に冠せられる言葉であるということを想起すれば明

らかであろう。すなわち、従来はマイコプラズマ肺炎

に Pmが、あるいはインフルエンザに���������	�等の

細菌が混合感染していても、それぞれの第１次病原体

は明らかで、Pm等は２次感染菌ということが明確で

あり、また病変もそれぞれの特徴病変を具備していた。

しかし、１９９０年代に入って、複数の病原体が関与して

いるが核となる病原体が特定されず、また特徴的な病

理像に乏しい呼吸器病が増加し始め、これらの総称と

して PRDCと呼ばれるようになったのである。そし

てこのような状況の背景には PRRSウイルスの出現が

あることは、「PRRSウイルスは、他の病原体の病原性

を高め発症を促す」とする報告が数多くなされてい

る６）ことから疑問の余地はないであろう。一方、PRRS

ウイルス単独では病変は軽微で経過も短いが、�����

が混合感染すると、PRRSウイルスによる肺炎の増悪

と経過の長期化をもたらすことが明らかにされてい

る４）。また、�����は、線毛上皮細胞および肺胞マクロ

ファージ等の非特異的防御機能に損傷を与えることに

より２次感染を誘導することが明らかにされており、

PRDCという言葉が一般化する前は、MIRD Complex

（mycoplasma induced respiratory disease complex）

という言葉が使われたこともあった５）。

このように PRDCには、PRRSと�����が大きな役

割を果たしているが、米国ではさらにインフルエンザ

ウイルス、また近年はPCV2も注目されている２）。参考

までに、アイオワ州立大学獣医診断施設で２０００年に病

性鑑定を実施した豚の肺炎から検出された病原体とそ

の頻度を表１に示しておく。
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PRDCは、複数の病原体が関与しているが核となる

病原体が特定できない呼吸器病の総称であり、個々の

病変について主体となる病原体が明らかな場合には、

２次感染菌等複数の病原体が関与していてもマイコプ

ラズマ肺炎、胸膜肺炎のように固有の疾病名で呼ぶべ

きである。
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表１　２０００年にアイオワ州立大学獣医診断施設で病
性鑑定を実施した３，１６３例の肺炎症例からの病
原体の検出

割合（％）症例数病　原　体
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